
北海道建築士会道北ブロック協議会及び事業報告書 

ブロック名 道北ブロック 

報 告 者 青年委員会 道北ブロック長  北野 学 

事 業 名 平成 26 年度 第 1回道北ブロック協議会 

開 催 日 時 平成 26 年 4 月 19 日（土） 

開 催 場 所 名寄市 きたすばる天文台 

参 加 者 数 17 名 

参 加 支 部 
旭川(3 名)・名寄(6 名)・宗谷(3 名)・北空知(1 名)・上富良野(2 名)・士別（2名） 

 

事 業 内 容 

問い合せ先 

代 表 者     高 橋  直 樹        （ 勤 務 先 ） ㈱ 高 橋 組

TEL01654-2-2347 

事   業   内   容 

議 事 

 

A．道北ブロック協議会 

 ① 青年委員会報告 

26 年度事業計画、年間スケジュールの確認 

 

② 各支部事業計画 

   留萌支部 宗谷支部 士別支部 名寄支部 上富良野支部 旭川支部 

   北空知支部 富良野支部 計画書提出及び発表 

      

③ 道北ブロック統一事業について 

  新規事業「地域の宝」を始めます。 

  いままでの事業「まちあるき」はまだ行っていない支部（上富良野、 

  富良野、留萌）がおわるまで、並行して継続します。 

 

 

 



事   業   内   容 

議 事 

B．道北ブロック統一事業 

 
地域の宝 ～名寄の巻～ 

<プロローグ> 

1973 年木原秀夫氏の趣味であった天体観測から私財により開設した木原天文台、太

陽黒点観測年間 306 日を記録など多くの観測実績を作る。1992 年名寄市へ寄贈し名寄

市立天文台として開台、望遠鏡設備を更新。1993 年永眠（享年 83）。その後も木原氏

の意思を継ぐ者たちにより小惑星「Kihara（木原）」が命名・国際天文学連合に登録さ

れる。星を活かしたまちづくりをテーマに市民団体が星まつりを開催、北海道大学との

研究による相互協定を締結後も木星の観測などの多くの実績を積み2010年なよろ市立

天文台「きたすばる」が開台する。現在「星と音楽」をテーマにした施設の充実を図る。

 

<企画> 

青年建築士については、施設見学やプラネタリウムプログラムを通じ、一人の意志や

情熱が有志や市民をも巻き込み地域の宝づくりのプロセスを感じてほしい。 

施設見学時にクイズを出題。順位に応じ景品を用意。 

更には「星と音楽」がテーマのこの施設にて建設当初からの熱望されている

2 階ウッドデッキにて星空を見ながらコンサートができる建築的提案を出してもらう。

 

１３：３０－「きたすばる天文台」現地集合、ブロック協議会理事会 

１４：２０－天文台長挨拶、施設見学開始 

１５：３０－プラネタリュウム「HAYABUSA」放映 

１６：２０－夜空観望コンサート実現に向け建築的提案 

１７：２０－提案書まとめ 

     天文台長の佐野氏（左）         施設見学（屋上観測室） 

 

 

 

 

 



事   業   内   容 

議 事 

上は後日、天文台に提出した提案書 

            メイン望遠鏡（口径 1.6ｍ国内第 2位） 

 


